
令和７年度 大田原市立金田南中学校 グランドデザイン

【金田南学園 目指す学園像】

１ 笑顔あふれる学園
２ 感動を分かち合う学園
３ 地域とともに歩む学園

【大田原市小中一貫教育の目標】

９年間を見通して目指す子供像を共有
し、子供たちの４つの力の育成と向上を
目指す。

１ 豊かな人間性
２ 確かな学力
３ コミュニケーション力
４ 社会適応力

めざす生徒像

学校経営方針（めざす学校像）

１ 生徒と教職員一人ひとりの「幸福な生活と未来の実現」を尊重する。
２ 生徒の人権を尊重する、「民主的な学校風土」を醸成する。
３ 生徒の「自律的な学び」と教職員の「学習する学校組織」のための環境を整える。
４ 小中学校「９年間の学びの連続性」を意識した金田南学園づくりに挑戦する
５ 保護者や地域との協働を通して、「学校を核とした地域づくり」に貢献する。

校訓 :「明るく、たくましく、ともに学び働く」

学校教育目標 自律 ・ 感謝 ・ 挑戦

主体的に学び、考え、

行動できる生徒

協働を通し、自他に

感謝できる生徒

日本国憲法 教育基本法 学校教育法
こども基本法 学習指導要領 生徒指導提要 等

栃木県教育振興基本計画2025

とちぎに愛情と誇りをもち
未来を描き ともに切り拓くことのできる
心豊かで たくましい人を育てます

大田原市の教育

１ 健康・安全教育の徹底を図り、自他の生命を尊重す
る心を育成する。

２ 確かな学力の定着を図り、個性を生かし主体的に学
ぶ力を育成する。

３ 心豊かで体力に満ちた児童生徒を育成する。
４ 自己有用感の高い児童生徒を育成する。
５ 日本人としての自覚をもち、国際社会に適応できる
力を育成する。

特色ある取組

学校を核とした地域づくり

〇金田南学園学校運営協議会
〇金田南学園地域学校協働本部

９年間の学びの連続性

〇金田南学園小中一貫教育
・情報活用能力の育成
・異学年交流

学習する学校組織

〇外部講師の有効活用
〇オンラインの学習の活用

民主的な学校風土

〇特別活動の活性化
・話し合い活動での多数決
に頼らない合意形成

〇会議等の精選・充実

生徒会執行部のスローガン

幸福な生活と未来の実現

〇南チャレ
〇ありがとう運動
〇働き方改革の推進

自律的な学び

〇自律学習
〇縦割り探究
〇地域連携部活動

探究の課題づくり 菊作り金田南学園あいさつ運動国福大献血ボランティア
指導主事を招いた現職教育

〈課題意識〉

・インクルーシブ教育システ
ムの構築

・キャリア教育の充実
・LGBTQへの対応

〈課題意識〉

・少数意見の尊重
・主権者教育の推進
・意思決定プロセスの構築

〈課題意識〉

・振り返りと自己評価
・部活動の地域移行の推進
・持続可能な開発のための
教育（ESD）

〈課題意識〉

・「学習観」の更新
・個別最適な学びと協働的
な学びの一体的推進

・ICTの効果的活用

〈課題意識〉

・情報活用能力の計画的育成
・キャリアパスポートの運用
・生命の安全教育

〈課題意識〉

・地域学校協働本部の設置
及び活動の充実

・児童生徒数減少に伴う教育環境
の在り方検討

・生徒ボランティアの充実

幸福な生活に向け

自分らしく挑戦できる生徒


